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 矛留編健康小児及び臍帯血の血清イソ概糧酸脱ホ素酵素活性値について
 血清イソ絢機酸脱水素酵素活性(以下血清工G工〕活性と略す)の健康小児に於ける年令別の活性
 値を,麟帯血及ぴ成人のそれと比較検討し小児期に於ける意義について研究した。
 豆圧性工GD活性はWo工f80nの原法に若干の変更を加えて測定し,単位は血清1雇につき1時
 間に生成されるTPNHの1mmicrOmoleを1単位とした。
 唯オ未満乳児ではそれ以上の小児に比較して血清工GD活性が高く102コ士1t5d～2オ'
 は84.6±13.2,2～5オは85.2±11.7・5～10オは82.7土て2.2・10オ～15オで
 は8ZO士Z5で平均値について危険率5%で1オ未満乳児とてオ以上の小児の間に有意の差を認
 めた。1オ以上の各隣接群の聞には有意の差は認められなかった。臍帯血は24t7±46.2,成
 人億破92.0士ZO6であった。危険率5%の棄却限界上界をもつて正常上界とみなすと成人質0、
 10～15フ{一107・5～10オー115・2～5オ・116・1～2;オー12〔〕,1オ未泄i151と年
 令の低いもの程高い値を示した。従って正常上限を乳児151,1オ'以上は120とした。臍帯血
 は平均値24t7±46.2,危険率5%の棄却限界上界365で1オ未満乳児との聞に有意の差を
 認、めた。
 矛2編肝疾患における血清イソ絢捻酸脱水i素酵素活性値について
 種々の小児肝疾患の際の壷清イソ枸櫞酸脱水素酵素活性(以下血清工GD活性と略す)につい
 て変動を検討した。対象は乳児肝炎、先天性胆道閉塞症,特発性胆道嚢腫など小児期に特有な肝疾
 患をはじめ慢性肝炎,肝硬炎,代謝性肝疾患について血清工CD活性を測定し,同時に血清トラン
 スアミナーゼの測定を行い比較しその臨床的意義について検討した。
 (D乳児肝炎
 乳児肝炎は新生児,乳児期にみられる原因不明の閉塞性黄疸であり肝生検像より巨細胞形成の
 ない工型,比較的予后不良であり巨細胞性変化のあるE型,特殊型に分類される。血清トランス
 アミナーゼ活性上昇は1型が軽微で∬型が高度であるのに対し血清工CDは1型,∬型共中等度
 乃至高度の上昇を示した。特殊型では血清}ランスプミナーゼと同様殆ど上昇を示さ左かつた。
 〔21先天性胆道閉塞症
 全例共血清工GD活性は高慶の上昇を示したが血清トランスアミナーゼも又平行して上昇を示
 した。
 13)ウイルス1生肝夢ミ
 .勇躍葦CD活性は中等度乃至高度の上昇を示した。血清IODは血清トランスアミナーゼに類
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 似の態度をとるというが血清ICDの方が.血清トランスアミナーゼに先行して上昇し又極めて肝
 特異性であること左どよ診,急性肝炎の早期診断に重要た役割をもつと考える。
 (4〕慢性肝炎肝硬変
 慢性肝炎の血清工GD活性は組織像の活動性病変の有無により正常から高度上昇まで変動があ
 り,伝染性肝炎罹患后4年半の症例で血清トランスアミナーゼが正常であるのに対し血清ICD
 が中等度の上昇を示したことは肝の微細な変化をより敏感につかみ得ることを示唆している。一
 般に成人の肝硬変の血清TCLは上昇しないか又は軽度と云われるが,著者の肝硬変の例被いず
 れも中等度乃至高度の上昇を示してかり,小児肝硬変にわける血清工CDの変動妓成人のそれと
 は少しく趣を異にすると考えられる。
 ㈲代謝性肝疾患
 いずれも生化学的検索,肝生検による組織学的検索で診断を確認されたもので,糖原病の5例
 は中等度乃至高度の上昇を示し血清トランスアミナーゼも上昇した。一般に肝機能検査正常と云
 われるGaucher氏病(乳児で急性型)で血清ICDの上昇を示したことは肝細胞変性壊死の
 反映と思われる。肝硬変を認めたWi工SOn氏病で血清IGDは正常であった。
 才5編小児期中枢神経系疾患における血清イソ絢灘酸脱水素酵素活性
 値並びに髄液イソ枸櫞酸脱水繋酵素活性値について
 60例の中枢神経系疾患降ける血清イノ枸櫞酸脱水素酵素(以下血清IGDと略す)活性につ
 いて測定した結果,22例に血清IGD活性の上昇を認めた。炎症性疾患,所謂脳性麻痺,知能発
 育障碍などでは大部分正常であり,非炎症性疾患中点頭てんかんの全例,Tay'一Sachs氏病、脳
 実質萎縮症など進行性脳変性疾患及び極めて治癒しがたいてんかんにおいて全例に血清ICD活性
 の上昇を認めたことは臨床的意義が大きいと思われる。血清IOD活性の上昇を認めた例で同時に
 血清トランスアミナーゼ活性の測定を行なったが大多数が正常値を示したことはこの両者の各種疾
 患にかけるblood-brain-barrierの透過性の変化の相違とも考えられる,。又非炎症性疾
 患で血清工e工)活性上昇の変動の相異は単に脳の器質的変化のみで説明しがたいことと思われる。
 髄液ICD活性については正常値は5～10単位で血清のそれに比し非常に低いことは他の髄液
 酵素トランスアミナーゼや乳酸脱水素酵素などで報告されている。種々の中枢神経系疾患で髄液
 工CD活性の上昇は認めたが,髄液IGD活性と血清のそれとの間に相関々係は認められなかった。
 この事は血清側ではblood-brain-barrier・髄液側ではbloodrcerebrospina一
 ユfluid-barrierの介在が関与すると推測される。
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 審査結果の要旨
 小児期各種疾患に設ける血清インクエソ酸脱水素酵素αGD)盾性について検索し1こ研究であ
 るが,この中特にこれまでの報告で注目されていなかった点頭てんかん症例にかいて本酵素の血中
 活性の異常上昇をみとめていることは,本症.の発症機構が不明である現在この方面の臨床的研究
 をず・める上に一つの手がかりを.与えるという点にむいて注目すぺ建もの考えてよかろう。
 本研究論文は5編よりなり,第1編では正常な小児期の血清[GD値を検査し,1才以下のもの
 はそれ以上のものよりも血清工eDが高いことを示し,嘆た臍帯血は更にてれよりも高値を示すと
 している。
 第2編では,肝疾患として乳児肝炎,ウイルス性肝炎,先天性胆道閉塞,慢性肝炎,肝硬変卦よ
 ひ代謝性疾患による肝障害左どについて血清90T,ひPTと共にエGDを比較測定検討している
 が,大1体にお・いて〔}PTの変織と平行しているが,しいて云えば工GDの方がより敏感に肝病変を
 反映+るかの印象を与えるという。
 第・5編に赴いては60例の中枢性疾患にお・ける血清工GDをみ・ているがこのうちとくに点頭てん
 かんの5例で全例共に高値を示していることを注目している。筒この他の中枢性疾患をふくめて,
 f亀情工GDの上昇と髄液中[GDの上昇とは平行関係がないことも指摘している。
 よって・,本論文は学位授与に値するものと認める。
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